
初期値の勘定科目 各就労支援事業の年間売上高が5,000万円以下であって、
多種少額の生産活動を行う等の理由により、製造業務と販売業務に
係る費用を区分することが困難な場合の簡略規定

Ⅰ　事業活動計算書科目の設定変更
事業活動計算書 事業活動計算書

コード 名称 コード 名称
5120 就労支援事業費用 6170 サービス活動費用計 サービス費用(就労計) 5120 就労支援事業費用 6170 サービス活動費用計 サービス費用(就労計)
5130 就労支援事業販売原価 5120 就労支援事業費用 サービス費用(就労販売原価計) 5130 就労支援事業販売原価 5120 就労支援事業費用 サービス費用(就労販売原価計)

5111 期首製品(商品)棚卸高 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労･期首たな卸) 5111 期首製品(商品)棚卸高 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労･期首たな卸)

5140 当期就労支援事業製造原価 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労) 5140 就労支援事業費 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労) ※3 □
5211 当期就労支援事業仕入高 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労) 5211 当期就労支援事業仕入高 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労)
5311 期末製品(商品)棚卸高 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労･期末たな卸) 5311 期末製品(商品)棚卸高 5130 就労支援事業販売原価 サービス費用(就労･期末たな卸)

5150 就労支援事業販管費 5120 就労支援事業費用 サービス費用(就労販管費計) ※1

製造原価明細書・販管費明細書 就労支援事業明細書

コード 名称 コード 名称
5200 材料費 5290 当期就労支援事業製造総費用 材料費(製造)(見出し) 5200 材料費 5290 当期就労支援事業製造総費用 材料費(製造)(見出し)
5121 期首材料棚卸高 5210 材料費計 材料費(製造･期首たな卸) 5121 期首材料棚卸高 5210 材料費計 材料費(製造･期首たな卸)

5142 内部外注加工費 5260 当期外注加工費 内部外注加工費(製造) 5142 内部外注加工費 5260 当期外注加工費 内部外注加工費(製造)
5260 当期外注加工費 5250 外注加工費 当期外注加工費(製造) 5260 当期外注加工費 5250 外注加工費 当期外注加工費(製造)
5270 経費 5290 当期就労支援事業製造総費用 経費(製造)(見出し) 5270 経費 5290 当期就労支援事業製造総費用 経費(製造)（見出し)
5151 福利厚生費(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5151 福利厚生費(製造) 5280 当期経費 経費(製造)
5157 燃料費(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5157 燃料費(製造) 5286 当期経費 経費(製造)
5158 修繕費(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5158 修繕費(製造) 5287 当期経費 経費(製造)
5159 通信運搬費(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5159 通信運搬費(製造) 5280 当期経費 経費(製造)

5161 会議費(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 6129 受注活動費(販管) 5280 当期経費 経費(製造)
S-BAST用勘定科目
を5174とします。※4

□

5162 損害保険料(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5161 会議費(製造) 5280 当期経費 経費(製造)
5176 国庫補助金等特別積立金取崩額(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5175 減価償却費(製造) 5303 当期経費 経費(製造)
5177 雑費(製造) 5280 当期経費 経費(製造) 5176 国庫補助金等特別積立金取崩額(製造) 5280 当期経費 経費(製造)

5280 当期経費 5270 経費 経費計 (製造) 6147 徴収不能引当金繰入額(販管) 5280 当期経費 経費(製造)
S-BAST用勘定科目
を5174とします。※4

□

5290 当期就労支援事業製造総費用 5310 合計 当期製造総費用(製造) 6148 徴収不能額(販管) 5280 当期経費 経費(製造)
S-BAST用勘定科目
を5174とします。※4

□

5181 期首仕掛品棚卸高 5310 合計 期首仕掛品たな卸(製造) 5177 雑費(製造) 5280 当期経費 経費(製造)
5310 合計 5320 当期就労支援事業製造原価 製造原価小計(製造) 5280 当期経費 5270 経費 経費計(製造)
5191 期末仕掛品棚卸高 5320 当期就労支援事業製造原価 期末仕掛品たな卸(製造) 5290 当期就労支援事業製造総費用 5310 合計 当期製造総費用(製造)
5320 当期就労支援事業製造原価 5140 当期就労支援事業製造原価 製造原価計(製造) 5181 期首仕掛品棚卸高 5310 合計 期首仕掛品たな卸(製造)

5310 合計 5320 当期就労支援事業製造原価 製造原価小計(製造)
5191 期末仕掛品棚卸高 5320 当期就労支援事業製造原価 期末仕掛品たな卸(製造)
5320 就労支援事業費 5140 就労支援事業費 製造原価計(製造) ※3 □

6330 就労支援事業販管費 5150 就労支援事業販管費 販管費(販管)(見出し) ※1
6111 利用者賃金(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※1
6128 通信運搬費(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※1
6129 受注活動費(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※2
6131 会議費(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※1
6146 国庫補助金等特別積立金取崩額(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※1
6147 徴収不能引当金繰入額(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※2
6148 徴収不能額(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※2
6149 雑費(販管) 6340 就労支援事業販管費 販管費(販管) ※1
6340 就労支援事業販管費 6330 就労支援事業販管費 販管費計(販管) ※1

※1　「使用する」のチェックを外します。
※2　勘定科目の表示位置、集計先合計科目を変更します（新規に同様の勘定科目を追加することも可能です）。
※3　右の表のように勘定科目名を変更します。
※4　社会福祉協議会の場合は設定不要です。
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初期値の勘定科目 各就労支援事業の年間売上高が5,000万円以下であって、
多種少額の生産活動を行う等の理由により、製造業務と販売業務に
係る費用を区分することが困難な場合の簡略規定

Ⅱ　資金収支計算書科目の設定変更
資金収支計算書 資金収支計算書

コード 名称 コード 名称
8360 就労支援事業支出 8500 事業活動支出計 事業支出(就労計) 8360 就労支援事業支出 8500 事業活動支出計 事業支出(就労計)
8370 就労支援事業販売原価支出 8360 就労支援事業支出 事業支出(就労販売原価計) 8370 就労支援事業販売原価支出 8360 就労支援事業支出 事業支出(就労販売原価計)

8380 就労支援事業製造原価支出 8370 就労支援事業販売原価支出 事業支出(就労) 8380 就労支援事業支出 8370 就労支援事業販売原価支出 事業支出(就労) ※3 □
8191 就労支援事業仕入支出 8370 就労支援事業販売原価支出 事業支出(就労) 8191 就労支援事業仕入支出 8370 就労支援事業販売原価支出 事業支出(就労)
8390 就労支援事業販管費支出 8360 就労支援事業支出 事業支出(就労販管費計) ※1

製造原価明細書・販管費明細書（資金収支） 就労支援事業明細書（資金収支）

コード 名称 コード 名称
8700 材料費支出 8780 材料費支出(製造)(見出し) 8700 材料費支出 8780 材料費支出(製造)(見出し)

8111 当期材料仕入支出(製造) 8710 当期材料費支出 材料費支出(製造) 8111 当期材料仕入支出(製造) 8710 当期材料費支出 材料費支出(製造)
8112 8710 当期材料費支出 材料費支出(製造) 8112 8710 当期材料費支出 材料費支出(製造)
8710 当期材料費支出 8700 材料費支出 材料費支出計(製造) 8710 当期材料費支出 8700 材料費支出 材料費支出計(製造)
8720 労務費支出 8780 労務費支出(製造)(見出し) 8720 労務費支出 8780 労務費支出(製造)(見出し)

8121 利用者賃金支出(製造) 8730 当期労務費支出 労務費支出(製造) 8121 利用者賃金支出(製造) 8730 当期労務費支出 労務費支出(製造)
8127 8730 当期労務費支出 労務費支出(製造) 8127 8730 当期労務費支出 労務費支出(製造)
8730 当期労務費支出 8720 労務費支出 労務費支出計(製造) 8730 当期労務費支出 8720 労務費支出 労務費支出計(製造)
8740 外注加工費支出 8780 外注加工費支出(製造)(見出し) 8740 外注加工費支出 8780 外注加工費支出(製造)(見出し)

8131 外注加工費支出(製造) 8750 当期外注加工費支出 外注加工費支出(製造) 8131 外注加工費支出(製造) 8750 当期外注加工費支出 外注加工費支出(製造)
8132 内部外注加工費支出 8750 当期外注加工費支出 内部外注加工費支出(製造) 8132 内部外注加工費支出 8750 当期外注加工費支出 内部外注加工費支出(製造)

8750 当期外注加工費支出 8740 外注加工費支出 外注加工費支出計(製造) 8750 当期外注加工費支出 8740 外注加工費支出 外注加工費支出計(製造)

8760 経費支出 経費(製造)(見出し) 8760 経費支出 経費(製造)(見出し)
8141 福利厚生費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8141 福利厚生費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
8147 燃料費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8147 燃料費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
8148 修繕費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8148 修繕費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
8149 通信運搬費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8149 通信運搬費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)

8151 会議費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8428 受注活動費支出(販管) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
S-BAST用勘定科目
を8164とします。※4

□

8152 損害保険料支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8151 会議費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
8164 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8163 諸会費支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
8165 雑支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造) 8164 8770 当期経費支出 経費支出(製造)

8770 当期経費支出 8760 経費支出 経費支出計 (製造) 8444 徴収不能額(販管) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
S-BAST用勘定科目
を8164とします。※4

□

8780 就労支援事業製造原価支出 8380 就労支援事業製造原価支出 当期就労支援事業製造原価支出 8165 雑支出(製造) 8770 当期経費支出 経費支出(製造)
8770 当期経費支出 8760 経費支出 経費支出計 (製造)
8780 就労支援事業支出 8380 就労支援事業製造原価支出 当期就労支援事業製造原価支出 ※3

8790 就労支援事業販管費支出 8390 就労支援事業販管費支出 販管費(販管)(見出し) ※1
8411 利用者賃金支出(販管) 8800 就労支援事業販管費支出 販管費支出 ※1
8427 通信運搬費支出(販管) 8815 就労支援事業販管費支出 販管費支出 ※1
8428 受注活動費支出(販管) 8816 就労支援事業販管費支出 販管費支出 ※2
8429 会議費支出(販管) 8817 就労支援事業販管費支出 販管費支出 ※1
8442 諸会費(販管) 8828 就労支援事業販管費支出 販管費(販管) ※1
8443 8829 就労支援事業販管費支出 販管費(販管) ※1
8444 徴収不能額(販管) 8830 就労支援事業販管費支出 販管費支出 ※2
8445 雑支出(販管) 8831 就労支援事業販管費支出 販管費支出 ※1
8800 就労支援事業販管費支出 8790 就労支援事業販管費支出 販管費支出計 ※1

※1　「使用する」のチェックを外します。
※2　勘定科目の表示位置、集計先合計科目を変更します（新規に同様の勘定科目を追加することも可能です）。
※3　右の表のように勘定科目名を変更します。
※4　社会福祉協議会の場合は設定不要です。
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